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本稿では，津山高専女子会を中心とした，女子学生支援（修学環境の整備とキャリア支援），広報活動（女子

学生の比率向上に向けた取り組み），男女共同参画の推進（組織の見直しと女性教員の比率向上に向けた取り組

み）について報告する。修学環境については，全学生が快適に修学できる環境を整備することが，女子学生にも

効果的であり，キャリア支援は，通常のキャリア教育に加え，ライフイベントと関連づけて将来を考える機会を

つくることが必要である。女子学生の比率向上に関しては，在学生がより一層力を発揮できる環境をつくること

が重要であり，その活動を外部に発信していくことが，女子小中学生やその保護者へのアピールになるものと思

われる。そして，いかに学校として男女共同参画を推進し，教職員や学生の意識を高めていくかが今後の課題で

ある。また，女性教員の比率向上については，非常勤講師として若手女性を育てるという取り組みも有効である。 

 キーワード： キャリア形成， 女子学生の比率向上， 男女共同参画

 

１．はじめに 

 

 津山高専では，2011 年 10 月に，「津山工業高等専門

学校女子会に関する内規」を定め，「津山高専女子会

（通称：ＴＫＪぷろじぇくと）」を発足させた。津山高

専女子会は，女子学生のキャリア支援及び修学環境支

援，女性教職員の就労環境支援等を図ることを目的と

した組織で，すべての女子学生及び女性教職員によっ

て構成されている。 

また，津山高専女子会を円滑に運営するため，女子

会運営委員会も置かれた。女子会運営委員会は，女性

教員 2名，女性事務職員または女性技術職員 2名，女

子学生 2 名，その他委員長が必要と認めた者若干名で

構成されている。学生の委員もいるところが，本委員

会の特色であり，女子学生の声を取り入れ，より良い

学校とするべく，活動を行っている。 

本稿では，この津山高専女子会を中心とした，女子

学生へのキャリア形成支援や男女共同参画の推進につ 

 

 

 

 

 

 

 

 

いて，主として 2013年度以降の取り組みを報告する。 

なお，それ以前の活動や取り組みについては，久保川

（2014）１）を参照されたい。 

 

２．修学環境の整備―女子学生の居場所づくり― 

 

 津山高専は女子学生の比率が低く，2015年4月1日時

点で10.9％（本科11.2％，専攻科4.5％）となっている。

2014年4月1日時点では9.9％（本科10.0％，専攻科8.7％）

だったため，微増してはいるが，「独立行政法人国立高

等専門学校機構男女共同参画行動計画」に示された，「女

子学生の比率向上を図るため，入学者に占める女子比率

を30％以上とする」という目標には遠く及んでいない。 

女子学生が少ない要因としては，学科構成が挙げられ

る。津山高専は，機械，電気電子，電子制御，情報の4

学科からなり，化学・生物系や建築系といった，女子学

生の比率が高い学科がない。情報工学科は比較的女子学

生が多いが，それでも比率は25.8％にとどまる。2015年

度の新入生に限れば，女子学生が例年よりも多かったた

め，各学科での比率は，機械11.6％，電気電子17.5％，

電子制御10.4％，情報27.5％となっているが，ここ5年間

を見ると，機械・電気電子・電子制御の3学科は，女子

学生のいない学年もある。 

 このように，女子学生が少ない場合に問題となるのが，

女子学生の居場所である。もちろん，男子学生ばかりの
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空間になじんでいる女子学生もいる。しかし，授業以外

の時間帯に，男子学生ばかりの教室にはいづらいという

女子学生もおり，女子トイレや女子更衣室で昼食をとっ

ている姿を見かけることもあった。 

そこで，女子会運営委員会は，2013年度より学生相談

室と連携し，学生相談室が女子学生の居場所の一つとな

るよう，積極的な利用を勧めている。学生相談室は，2012

年度までは，室員となった教職員が日替わりで対応する

かたちをとっていた。しかし，学生への支援を強化する

ため，2013年度より専任のインテーカー（女性）が入り，

平日14時～17時に学生に対応している。2013年度は，そ

のインテーカーの紹介も兼ねて，4月～7月の間に1年～3

年の女子学生を6～8名ずつ学生相談室に招き，「女子会

学年会」という名の茶話会を行った。茶話会には，イン

テーカーと女子学生をつなぐため，女子会運営委員長も

同席した。2014年度も4月に，「女子会1年生会」と称し

て，1年生を2グループに分けて学生相談室に招き，茶話

会を行った。その際，学生から要望が出たため，5月に1

年女子全体での茶話会も実施した。また2015年度は，イ

ンテーカーの交替があったため，5月に1年生を4グルー

プに分けて，「女子会1年生会」を行った。 

茶話会実施後，女子学生が学生相談室を利用する機会

が増え，居場所づくりの取り組みとしては成功したと言

える。本校は女性教員の数も少なく，女子学生が相談で

きる大人の女性も多くはいないことから，インテーカー

の存在は大きい。学生の中には，インテーカーが心の拠

り所となっている者もいる。 

写真1：学生相談室 

 

 また，食堂や図書館等のフリースペースも，女子学生

の居場所として活用されている。 

写真2：食堂（売店前）     写真3：図書館国際交流スペース 

 

食堂は，2010年に売店が食堂内に移転したことに伴い，

昼食の営業時間外でも自由に出入りできるようになっ

た。そして，売店で購入したものを飲食するスペースと

して使われるようになり，現在では空き時間にくつろい

でいる学生を多く見かける。図書館は，2013年の改築に

より，閲覧スペースが増え，より快適に利用できるよう

になった。以前からあった国際交流スペースも広くなり，

様々な用途で使用されている。図書館の女子トイレには

パウダールームも新設され，好評である。 

写真4：図書館女子トイレパウダールーム 

 

 学生相談室や校内のフリースペースは，もちろん女子

学生のみを対象としたものではない。男子学生もそれら

を活用している。全学生が快適に修学できる環境を整備

することが，女子学生の居場所づくりにも効果的であっ

たと言えるだろう。 

 

３．キャリア支援―女子学生の将来を考える― 

 

津山高専女子会では，女子学生の進路選択，キャリア

形成をサポートするべく，講演会や座談会を実施してい

る。それらのイベントについては，女子学生の意見・要

望を取り入れるようにしており，女子会運営委員となっ

ている女子学生が，その集約を行ってくれている。 

2013年度は，9月に高専ＯＧの技術職員2名を講師とし

て，「ＴＫＪぷろじぇくと座談会～高専ＯＧの先生に話

を聞こう！～」を行った。技術職員に高専ＯＧがいるこ

とを知らなかった学生も多く，身近にロールモデルとな

る女性がいることの紹介として，効果的であった。そし

て，2014年3月には，ＯＧ1名と5年の女子学生2名（就職

予定者1名，進学予定者1名）を講師として，「ＴＫＪぷ

ろじぇくと就職・進学講演会」を行った。ＯＧの方には，

在学時のことから現在に至るまで，出産・育児と仕事と

の両立（ワーク・ライフ・バランス）の話をしていただ

き，5年生には，就職活動の話や，進学に向けてどのよ

うな準備・心構えが必要かについて，話をしてもらった。 

写真5：座談会        写真6：就職・進学講演会 

 

2014年度は，11月に「女子会講演会」と題し，本校教

員による講演「キャリアプランとライフプランを考え

る」，学外講師による講演「アンガーマネジメント」を
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開催した。女子学生にとっては，ワーク・ライフ・バラ

ンスや現在と将来の自分について考える良い機会にな

ったようである。そして1月には，ＯＧ4名（各学科1名

ずつ）を招聘し，「ＴＫＪぷろじぇくとＯＧ講演会＆座

談会」を実施した。まず，ＯＧの方々に講演をしていた

だき，次に，事前に学生から募集していた質問を元にパ

ネルディスカッションを行った。そして，お菓子を食べ

ながらの座談会で，ＯＧの方にはざっくばらんな話をし

ていただいた。卒業年度も現在の職業も多様なＯＧの話

が聞けたこともあり，参加した学生からは，非常にため

になったという声が聞かれた。 

写真7：ＯＧ講演会＆座談会 

 

2015年度も，秋から冬にかけて，5年生・専攻科2年生

による就職・進学活動報告会や，ＯＧ講演会を実施する

予定である。また，本校ＯＧの技術職員が掲載されてい

る『あなたのみらいはVol.4』２）を初めとし，女子学生

が自身のキャリア形成やワーク・ライフ・バランスにつ

いて考える際に参考となる冊子を，適宜配付することに

している。 

 本校では，全学生に対するキャリア教育も行われて

いるが，結婚・出産・育児，介護といった，ライフイ

ベントと関連づけて将来を考える機会は，それほど多

くはない。そして，男女共同参画に関する教育や情報

提供も，十分に行えているとは言い難い。それらを補

うべく，今後も様々な講演会や座談会を企画・開催し

ていければと考えている。また現在，地域の女性技術

者のネットワークづくりに着手しており，今後様々な

かたちで，女子学生のキャリア形成に協力していただ

く予定である。 

 

４．広報―女子学生の比率向上を目指す― 

 

 津山高専女子会の活動は，ＴＫＪぷろじぇくと

ＨＰで公開している。このＨＰは，高専ＯＧの女

性技術職員と女子学生とで作成・更新されている。 

写真 8：ＴＫＪぷろじぇくとＨＰ 

http://www.tsuyama-ct.ac.jp/honkou/kojin/tkjproject/index.htm 

 また，女子小中学生を対象とした，女子会主導

の公開講座を毎年開催しており，女性教員がその

講師を務めている。2013 年度は 11 月に本校を会場

として，「オリジナル携帯ストラップを作ろう」と

題して開催した。パソコンで作成した絵やデザイ

ンをもとに，レーザー加工機でアクリル板を加工

して，携帯ストラップを作成するという内容であ

る。2014 年度は，同内容で 11 月に岡山県倉敷市で

開催された，「青少年のための科学の祭典 2014」に

出展し，2015 年度も同祭典に出展予定である。 

写真 9：青少年のための化学の祭典 2014 

 

そして 2013 年度には，女子学生が主体となり，

『高専女子百科 Jr. 津山高専版』の作成も行った。

編集作業には多数の女子学生が携わり，女子学生

の視点で，各学科の教育内容，学生生活，寮生活

についてまとめてくれた。女子学生の成長過程や

活躍が分かる構成となっており，学校説明会に行

った教員によると，中学校からの評判は非常に良

いそうである。また，冊子配布後の 2015 年度の新

入女子学生に，入学時のオリエンテーションで本

冊子を知っているか尋ねたところ，ほぼ全員（28

名中 27 名）が知っていると回答した。2015 年度は，

新入女子学生が前年度の 16 名から 28 名に増加

（1.75 倍増）したが，それには本冊子の効果もあ

ったと言えるかもしれない。 

   写真 10：『高専女子百科 Jr. 津山高専版』 

（左：表紙，右：編集リーダーと校長） 

 

2014年 12月には，広島国際会議場で行われた「高

専女子フォーラム in 中国」で，10 名の女子学生が

7件のポスター発表を行った。発表は，女子中学生

とその保護者向け，企業向けの二本立てとなって

いたが，津山高専の専門教育，研究活動，学生生

活について，参加学生はしっかりとした発表や質

疑応答を行い，本校をＰＲしてくれた。 
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写真 11：高専女子フォーラム in 中国 

 

女子学生の比率向上を目指した広報活動に携わ

っていて感じることは，本校の女子学生の力であ

る。冊子を作成することになれば，多くの学生が

協力してくれ，フォーラムの告知をすれば，何人

もの学生が参加や発表を希望してくれる。女子学

生は全学生の内，約 1 割しかいないが，団結力や

積極性，向上心があり，多才な学生が育っている。

このような女子学生が，より一層力を発揮できる

環境をつくること，そして，その活動を外部に発

信することが，女子小中学生やその保護者へのア

ピールとなるものと思われる。長い目で見れば，

女子学生の比率を向上させるには，対外的な広報

活動だけではなく，在学生への支援をさらに充実

させる必要があると言える。 

女子学生の比率向上は，学校全体としての課題

でもある。公開講座やオープンキャンパス等での

学生スタッフ，中学校での入試説明会への同行学

生等には，積極的に女子学生を採用し，女子学生

の活躍を外部に見せる努力をしている。志望者が

増えるよう，『高専女子百科 Jr. 津山高専版』作成

前には，女子中学生向け学校紹介リーフレットの

作成も行っていた。 

 そのような中で，本校では 2015 年度に広報委員

会が設置され，広報活動に力を入れる地盤が整っ

た。2016 年度の学科改組では，他高専で女子学生

の比率が高い，化学・生物系の勉強や研究ができ

る先進科学系も設置される。女子会としても，女

子学生のさらなる比率向上を目指し，活動内容を

充実させていきたいと考えている。 

 

５．支援組織の見直し―男女共同参画の推進― 

 

津山高専女子会の活動には，多くの教職員が協力して

くれている。しかし，女子会運営委員会には，女子学生

や女性教職員の支援ばかりでなく，女子学生や女性教職

員の比率向上，広報，男女共同参画の推進等も期待され

ており，2014年度までの委員の人数（教職員5名，学生2

名の計7名）に比して，担う範囲が広すぎる状況となっ

ていた。それゆえ，「女子会の活動内容が見えにくい」

といった指摘や批判を受けることもあった。 

 そこで，女子会運営委員会が担う範囲をしぼり，女子

学生への支援を充実させること，津山高専に男女共同参

画の意識を根付かせ，その活動を推進することを目的に，

男女共同参画推進委員会を立ち上げることはできない

か，校長を始めとする教職員に相談した。その結果，組

織の見直しが行われ，2014年9月に男女共同参画推進委

員会が発足し，女子会に関する内規の改定，女子会運営

委員会に関する内規の裁定もなされた。 

男女共同参画推進委員会は，校長指名の教員若干名，

事務職員若干名，その他必要に応じて指名される若干

名からなり，副校長（教務主事）が委員長を務めてい

る。そして，女子会運営委員長の他，数名の女性教職

員が委員になっており，女性が学校に対して意見や要

望を言いやすい組織となっている。委員会発足前も，

管理職からなる経営戦略会議が男女共同参画を主導し

てはいたが，委員会が立ち上がったことにより，男女

共同参画に対する教職員の意識を，より高められるの

ではないかと考える。 

また，2014 年度と 2015 年度には，校長と女子学

生の代表による茶話会が行われ，女子学生が学校

に対する要望を直接述べられる場も設けられた。

経費面から，すぐには実現困難なものもあるが，

女子学生や女性教職員にとって，学びやすく働き

やすい環境が，着々と整備されていっている。 

写真 12：校長と女子学生との茶話会 

（左：2014年度，右：2015年度） 

 

今後は，この男女共同参画の意識を教職員に根付か

せるべく，環境整備や講演会の開催等，目に見えるか

たちで，具体的な活動を積み重ねていくことが期待さ

れる。そして，学生に対しても，男女共同参画の意識

を啓発する取り組みを行っていくことが望まれる。 

 

６．女性教員の比率向上に向けた試み 

 

津山高専は女性教員が少なく，2015年度現在で4名（専

門学科2名，一般科目2名），比率にして6.3％である。

女子学生への支援を充実させるには，女性教員の数を増

やす必要もあり，女性限定の公募も積極的に行っている

が，退職者や転出者もおり，なかなか増えていない状況

である。学生相談室のインテーカーに女性を採用したり，

学生寮に寮母をおいたりと，様々な部署で女性の採用を

推進しているが，やはり，授業や研究について相談でき

る女性教員が少ないことに，心細さを感じている学生も

いる。 
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そのような状況を受け，学生に接するのは常勤の教員

ばかりではない，ということから，非常勤講師枠でも女

性の採用を推進しているところがある。例えば一般科目

国語科では，非常勤講師に若手の女性を積極的に採用す

るという試みを行っている。主として大学院後期博士課

程に在学し，教員免許を有している女性を採用している

が，学生と比較的年齢が近いこともあり，良い姉貴分と

して慕われている。 

そして，非常勤講師となった女性にとっては，長期イ

ンターンシップのような効果もある。国語科では，ここ

10年間で5名の若手女性に非常勤講師を依頼しているが，

現任の1名を除く4名は，2名が高専教員，2名が大学教員

（内1名は海外）となっている。 

専門学科等，分野によっては，非常勤講師となる女性

を探すことが難しい場合もあるかもしれない。しかし，

この結果を見るに，非常勤講師として若手女性を採用す

ることは，これからの高専に女性教員を増やす上でも有

益と言えるのではないだろうか。仮に，高専の非常勤講

師を経て，高専教員ではなく大学教員となったとしても，

高専を知っている教員として，高専－大学間の連携を推

進する存在となってくれることが期待される。 

 また，女性教員の比率を向上させるには，着任

した女性教員が津山高専に定着するための取り組

みも必要である。本校では，他高専の事例を参考

に，2015 年 3 月より，女性教員と女性技術職員に

よるランチミーティングを月に 1回開催している。

同じ学校に所属していても，専門分野が異なった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

り研究室が離れていたりすると，顔を合わせる機

会は少ない。しかし，子育てや介護，自身のこと

等で人知れず悩みを抱えている女性教職員は多く，

昼ご飯を食べながら，ざっくばらんに話ができる

ランチミーティングは，情報交換や相談の場とし

て，有効に活用されている。今後は，昼休みの時

間帯が異なる事務職員も含め，女性教職員が交流

できる場を設けることが課題である。 

 

７．おわりに 

 

 本稿では，女子学生へのキャリア形成支援や男女共

同参画の推進について，津山高専女子会の活動を中心に

紹介し，様々な観点からの取り組みが必要であることを

述べた。しかし，津山高専女子会自体が歴史の浅い組織

であり，始めたばかりの取り組みも多い。今後，これま

での取り組みの効果を検証し，女子学生や女性教職員の

意見や要望を聞きながら，より良い活動や支援を目指し

たいと考えている。 
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